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木綿人工汚染布の洗浄

　　　　　　マークカードリーグを利用したシステム化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川村短大林正之

目的　木綿人工汚染布の洗浄実験で原白布や汚染布、洗浄布の表面反射率を測定してマー

クカードを介してパソコンに入力し、洗浄効率をグラフ化し、学生と結果について議論で

きるシステムを作ることである。１クラス８班に分け１台のパソコンに入力するため、シ

ステム化して結果を直ちにグラフ化することにより、実験の間違いを直ちに発見でき、測

定し直せるようにし、より本質的な議諭を行えるようにすることである。

方法汚染は湿式で、汚垢成分は油性およびタンパク質、無機成分である。洗浄は島津製

LT-20形ラウンダーテスターを用い､非イオン系市販洗剤で､標準濃度､洗浄時間は5.15.30分、

浴比は1:10,1:30.1:100､温度は30°Cである。表面反射率は東京電色製TC-8600色差計の白度

モードで測定した。表面反射率をマークカードに記入し、島田理化工業製MR-118型マーク

カードリーグで読み取らせ、NEC製PC9801Fパソコンに人力する。横軸に洗浄時間、縦軸に

洗浄効率をとり、浴比毎に折れ線で結び、表示する。実験は浴比毎に表面反射率を入力し

てグラフを表示し、全ての表面反射率を入力し終わると洗浄効率の一覧表とグラフを印字

して学生に手渡す。

結果　ラウンダーテスターの最適洗浄条件は､回転ドラム型に準ずるとして浴比は1:6～1:

10､洗浄時間は約30分である。今年度の場合､浴比が1:30の班が7班､1:100が1班であり、時

間は15分が5班､30分が1班、その他が2班であった。ラウンダーテスターの最適洗浄条件と

学生実験で導いた結論とを学生に比較･検討させ､報告させたが､多くの場合､最適洗浄条件

と学生実験で得た結論とは相違しており､原因と思われる要因をいくつか報告している。

2 Hp-10　　　　　家庭科CA Iシステム“オイコズの開発

　　　　　　　　県立新潟女短大　　　○本間　善夫　　森川　英明

　　目的　前報1)で学校教育の中でパソコン利用を進める上での問題点を提起した．ここで

　はその解決法の具体例として，我々が開発し，学内外で利用されている家庭科（生活科学）

　CA Iソフトウェア“オイコズの新版を紹介して分析する．

　　方法　“オイコズは学校教育の中で比較的利用率の高い機種を用い，利用者が自由に

　改変しやすいようにBASIC言語で書いたプログラムと各種データをフロッピーディス

　ク２枚に収めて作成した．プログラムは同言語で処理可能な習作的なものにし，利用者が

　より機能の高いものに改変することも期待している．中には学生が作成して発表者が編集

　したものも多数含まれている．学外への頒布は著作権上登載できないファイル等の入った

　ディスクを希望者から送付してもらい，必要ファイルをコピー（使用方法のドキュメント

　もテキストファイルで同梱）して返送するようにした．フリーソフトウェアとしたので学

　内でのコピーや同様な手法による他者への譲渡も可能である．

　　結果　現在，各種アニメーション，織物デザイン，プロッタによるスカートパタン作製，

　分子モデリング，マウスによるお絵描き等のプログラムを登載した新バージョンが完成し，

　高校，大学等に無料配布している．安価な手数料でソフトウェアの広報・流通を行う機関

　がない現在，フロッピーへのコピー・郵送等煩雑な作業はソフトウェア作成者のボランティ

　アに委ねられているが，早急な解決が必要であろう．今後も各プログラムの改変や広範な

　生活科学を網羅する新作の追加を続けていく予定である.

　　※“オイコズの入手方法については短大(FAX 025-270-5173）本間研究室まで.

　　　　1）本間善夫，日本家政学会第44回大会研究発表要旨集, p.277（1992年，仙台市）
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